
平成 26 年度 第 1回長野市環境審議会 議事録 

 

・ 日 時：平成 26 年５月 28 日（水）午前 10 時から午前 11 時 30 分まで 

・ 場 所：長野市役所第一庁舎８階 第一委員会室 

・ 出席者 

委 員：大澤会長、青木委員、北澤委員、久保田委員、小木曽委員、小林委員、 

浦野委員、宮島委員、井出委員、伊藤委員、駒村委員、清水委員 

  事務局：小林環境部長、 小林環境政策課長、塚田部主幹、村松地球温暖化対策室長、

岩山課長補佐、丸山課長補佐、山岸係長、横谷係長、伊藤主事         

  報 道:１名 

 

《 資料 》 

  資料１ 長野市地球温暖化対策地域推進計画(平成 26 年４月改定) 

   平成 26 年度当初予算(環境部抜粋) 

 第二次長野市環境基本計画(本編) 

平成 25 年度版環境白書  

 

１ 開 会 

 

 ２ あいさつ 

 

３ 委嘱書の交付 

 

４ 委員の紹介 

 

５ 事務局の紹介 

 

６ 正副会長の選出 委員の互選により決定  

会 長：大澤委員、副会長：春日委員 

 

７ 会議事項 

（１）長野市環境審議会の役割について  

平成 25 年度版環境白書により環境部の組織、事務分掌(160 ページ)と長野市環境基本

条例(127 ページ)について説明(事務局)    

  第二次長野市環境基本計画(本編)により第 3 章計画の目標(15 ページ)、第 4 章施策の

展開(17 ページ)、具体的な取組の内容(20 ページ～65 ページ)、計画の推進(91 ページ)

と進行管理(92 ページ)について説明(事務局) 
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（２）長野市の環境施策について 

  平成 26 年度当初予算(環境部抜粋)により環境部の主な事業、資料 1 により平成 26 年

４月改定した長野市地球温暖化対策地域推進計画について説明（事務局）     

 

（大澤会長） 

第二次環境基本計画(本編 18 ページ)の指標・目標値の算出の根拠は何か。今後、

社会情勢などにより、目標値は変化するのか。 

（事務局） 

第二次環境基本計画(本編 94ページ)「資料1目標値及び設定根拠等」については、

他の個別の計画と整合を図り、各担当課で現状を考慮し目標値を算出している。 

基本的に計画期間中の目標値は変わらないが、中には達成済みのものもあるので、

その都度見直しをしていく。 

 

（井出委員） 

第二次環境基本計画(本編 94 ページ)「目標値及び設定根拠等一覧表」コード番号

33 の指標「森林体験参加者数」の目標値について、設定の経過を説明していただき

たい。 

（事務局） 

平成 23 年度から高原学校を利用する児童数が減ると見込まれたので、あらかじめ

その分を差し引いて目標値を設定したため、前年度の実績よりも減となっている。

高原学校だけが体験の場ではないので、ながの環境パートナーシップ会議などとも

協力をして参加者の増加を図りたい。 

 

（清水委員） 

第二次環境基本計画(本編 92 ページ)「２ 進行管理」として、長野市が独自の

NEMS を導入した理由を教えていただきたい。 

（事務局） 

平成 13 年から 10 年間、ISO14001 に取り組み、一定の効果が図られた。 

現在、市独自の環境マネジメントシステムにより、第二次長野市環境基本計画を

進行管理し、審議会に取組状況を報告し意見を頂いている。 

 

８ その他   

・意見なし 

 

（事務局） 

事務局からの連絡として、次回の環境審議会は平成 26 年８月下旬を予定している。 

 

９ 閉 会 

 


